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研究成果の概要 

平成 30年度に東京藝術大学大学院博士課程を修了した申請者は、韓国へ帰国後、2021

（令和 3）年から現在に至るまで韓国伝統文化大学校（社会教育院）にて模写の講義を

担当している。社会教育は一般市民を対象とするため、伝統的な専門分野の内容をいか

に分かりやすく紐解いて説明できるかが極めて重要である。3年以上にわたり講義を継

続する中で、申請者は伝統分野の教育において重要なのは、単に理解しやすい講義を行

うことだけでなく、その基盤となる「基本書」としての記録物を構築することであると

考えるに至った。 

「記録の国」と称される日本においては、あらゆる分野で詳細な記録が残されている。

その一方で、現在の韓国では伝統芸術分野に関して、一般人を対象とした体系的な記録

物が不足しているのが実情である。こうした背景から、申請者は貴財団の助成を受け、

伝統絵画の古典技法に関する技法書の執筆に取り組んだ。 

 

本の題目 
筆先で出会う伝統絵画 

붓끝에서 만나는 전통회화 

小題目 
－誰でも簡単に学べる伝統絵画技法書－ 

누구나 쉽게 배우는 전통회화 기법서 

 

1.序論 －伝統絵画に再び出会う－ 

本著は、古典技法について一般の方々でも容易に習得できるよう、実技的なアプロー

チに焦点を当てて執筆した研究成果である。執筆の動機は、古典技法をより多くの方々

が身近に感じ、容易に接することができる環境を整えたいと考えたことにある。伝統絵

画は、自然、文化、哲学、そして画家の感情が画幅に込められ、長い年月をかけて発展

してきた芸術様式である。歴代の画家たちは独自の技法を作品に刻み込み、それが世代

を超えて継承されることで「古典技法」へと昇華された。しかし、現代社会において伝



統絵画は「博物館の中の遺物」と化しており、多くの方々が古典技法を「専門家のみの

領域」という限定的な見解で見ているため、伝統絵画自体が難解で古めかしいものと感

じられる場合が多い。また、専門家側も情報を固有の領域として抱え込み、共有に消極

的であることや、一般向けの材料・方法に関する情報が断片的であることも、大衆の関

心を削ぐ要因となっている。このため、本技法書は伝統絵画を専攻していない一般の

方々でも容易に理解し、実践できるよう構成した。伝統技法の原理を忠実に解説するこ

とで、伝統絵画の本質を直接体験できるよう配慮している。また、実用的なアプローチ

として「文章」と「映像」を併用して提供することで、伝統美術に対する関心を呼び起

こし、文化財への愛護精神を高めることを目標としている。 

 

2.本論 

PART 1.伝統絵画の材料 －指先から始まる伝統－ 

PART 1は、伝統絵画を学びたい人々に必要な「基礎」を育む章である。伝統絵画を正

しく理解し表現するために、まず備えるべきは材料に対する深い理解である。本パート

では、伝統絵画で使用される主要な材料を具体的に分類して解説した。特に、現代の材

料との比較を通じて、読者自らが適切な材料を選択できる能力を養えるよう構成してい

る。本章では、伝統材料を以下の表のように 4つのカテゴリーに分類して整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図版１>目次 

 



基底材 木材、土壁、織物、楮紙など、各材料の性質と用途の説明 

顔料 
無機顔料：鉱物性、土性、金属系 

顔料の特性と使い方の紹介 

有機顔料：染材の種類 

染料抽出法、染色法紹介 

接着剤 膠、糊、海苔など伝統的な接着剤の種類と使い方説明 

道具 筆、硯など様々な道具の種類、用途、使い方の説明 

<表１>part1の 4つのカテゴリー 

 

PART 2.伝統絵画の技法 －筆先に込められた伝統の味－ 

PART 2 では、伝統材料を活用した多様な表現技法を紹介し、特に映像と書籍の連動

を通じて直感的な理解を助ける工夫を施した。胡粉を活用したマティエール表現や、材

料の混用技法など、技法に関する詳細な記述は本書で行い、QR コードを通じて連結さ

れた映像では実際の試演過程を提示している。映像は YouTubeに「限定公開（未登録）」

形式でアップロードされ、本書の購入者のみが視聴できる仕様とした。また、無断共有

を防止するため、映像内には「読者専用コンテンツ」である旨の文言を挿入している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図版 2>本の内容：墨流し 



 

 

 

 

 

 

 

 

<図版 3>映像資料：墨流し過程映像 

 

 

3.結論 

本書は単なる技法解説書に留まらず、読者が実習を通じて伝統絵画の技法を自ら体験

できるよう構成されている。各章には段階別の図解と図版を挿入して視覚的な理解を助

け、QRコードを通じた映像資料を提供することで、読者が「読む」ことにとどまらず、

実際に「描きながら身につける」ことを可能にした。これは、伝統絵画をより親しみや

すく、生き生きと伝えたいという筆者の意図によるものである。特に映像資料について

は、読者専用コンテンツとしての権利を保護するため、YouTubeの「限定公開」設定を

活用し、書籍内の QR コードからのみアクセスできるよう設定した。本書は伝統絵画固

有の材料と技法を基盤としながらも、それを現代的に解釈し応用できる可能性も同時に

提示している。出版については、独立出版（自費出版）ではなく、正式な出版社との協

議を通じて進める予定であり、早ければ来年初頭、遅くとも来年末までの刊行を目標と

している。伝統技法と映像を結合させた本アプローチにより、伝統美術への幅広い関心

と肯定的な反応が得られることを期待している。 


